社団法人　千葉県社会福祉士会
平成22年度第8回理事会議事録

1、 開催日時　平成23年1月16日（日）10：00～12：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター5階中研修室
3、 出席者　会長　神山

副会長　目黒、櫻井（勉）
　　　　　　事務局長　岡本
　　　　　　会員理事　（ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木（勝）、吉田

（総務委員会）櫻井（絢）、五十嵐
（研修委員会）染野、周藤

（総合相談委員会）森池

（独立型社会福祉士委員会）川島

　　　　　　会員外理事　西城、石川

　　　　　　代議員　出羽

委任状提出理事　丸、鈴木
　　欠席会員外理事　石塚、池亀　欠席代議員　須田、小榑、平野　欠席監事　君和田、林

4、 議題

（1） 報告事項に対する質疑
（2） 議事
1． 社団法人千葉県社会福祉士会負担金規則にかかる配分委員会準備委員について

2． 法人後見案件への対応について

3． 新公益法人制度に対する対応について

4． その他
5、 議事録

· 出席者及び資料の確認

・岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。
○ 委員会報告・・・資料参照。追加がある場合、発言をお願いする。
１．独立型社会福祉士委員会
・1月12日に千葉県の担当者、神山会長、川島理事、犬伏部会長で、ホームレス支援事業の意見交換会がおこなわれた。将来的に当会へ事業委託が検討されていること、また、そのためには実績をつくることが必要とのこと意見がかわされた。委員会を中心として引き続き活動する。

· 議事
1． 社団法人千葉県社会福祉士会負担金規則にかかる配分委員会準備委員について→承認
· 総務委員会・五十嵐理事を座長とし、研修委員会・浅見部会長、総合相談委員会・久保田さん、外部評価委員会・丸理事、ぱあとなあ委員会・鈴木理事、独立型社会福祉士委員会・野田さん、の6名メンバーが委員をつとめる。

2． 法人後見案件への対応について

· ぱあとなあ運営委員長の鈴木理事より説明、報告。

3． 新公益法人制度に対する対応について
· 当会の性質上、公益法人を目指すべきではある。しかし、現時点での移行は難しい状況にある。理由として、日本社会福祉士会が公益法人を目指すにあたって、支部は連合体となりが、その際本部でおこなっていた業務を支部で担当することになる。そちらの対応をおこないながら、公益法人の事務も担当するのは事務局に大きな負担となることがみえている。

· 現時点では非営利型一般社団法人を申請し、事務局体制の強化をはかり、将来的に公益法人を目指してはどうか。（会長の任期中に目指す。）

· 公益法人になった場合、今よりも体制や財政面の縛りが厳しくなるので、理事会で意見統一をし、目的を定めていかないと、中身が追いついていかなくなってしまう。
· 会員に公益法人移行に関する意見を公募したが、反応は一件のみ。会員の理解も低いように感じられる。理事会での意見統一もさることながら、会員にも理解を深めてもらわなければいけない。

· 会員に有益の事業をおこない、公益性が感じられる事業ができてから（例えば研修会）、移行を目指すほうがいいのではないか。

· 公益法人への移行のメリットは、寄付等応援してくれる方にメリットがなければいけない。その視点でも検討するべきである。
→現時点では、非営利型一般社団法人へ移行をする、しかし将来的に公益法人を目指すことについて承認

· 3月の総会で、以上のことを会員へ報告。将来的な公益法人の移行についてもタイムスケジュールあわせて報告を検討。
